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　近年国内外で食肉や毛皮といった人為的な殺生を伴う業界に対する批判が顕在化しており、人間と動物の関係自体

が再考されている。文化人類学においては、人間と動物間のみならず多種との関係を捉える「マルチスピーシーズ民

族誌」が注目されている。すなわち、人間中心主義を超える分析枠組みとして、これまでの二分法的な関係ではなく、

人間と多種との相互関係をまなざす新たな潮流が生まれているのだ。他方、人間という存在に依拠して展開されてき

た脱人間中心主義の議論自体に対する批判も見られることから、今後文化人類学において、フィールドワークを通し

ていかにして人間が他種をまなざしているのかを精緻に調査する必要がある。

　そこで、本研究では、人間と他種の関係の実態およびいかにして人間が他種を認識しているのかを調査するため、

これまで数千年にわたって生糸生産のため蚕を育て、繭を生産する養蚕という生業と、養蚕農家の蚕に対する供養精

神に注目する。具体的に、第１章では文化人類学における人間と動物の関係をめぐる議論や、マルチスピーシーズ民

族誌という分析枠組み、本研究で焦点を当てる供養精神について整理する。第 2 章では、養蚕の具体的な工程につい

て記すとともに、今日に至るまでの養蚕の歴史や、養蚕農家たちの間で信仰されてきた養蚕信仰について記述する。

第３章では、本研究における調査対象や調査方法等について、続く第４章では関東甲信越地方の 8 名の養蚕農家を対

象とした半構造化インタビューの結果を記す。そして第５章では、本研究のインタビュー結果を踏まえたうえで、今

日における供養精神の実態および人間と蚕の関係について考察と分析を行う。最後に、結びとして本研究全体をまと

め、今後の研究の展望について記述する。
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      In recent years, criticism of meat, fur, and other industries that involve the killing of animals has emerged internationally, leading to 

a reconsideration of the human-animal relationship. Cultural anthropology has been drawing attention to “multispecies ethnography,” 

which captures not only the relationships between humans and animals, but also those among other species. Moreover, as an analytical 

framework that transcends anthropocentrism, a new trend in cultural anthropology aims to determine mutual relationships among various 

species, rather than just dichotomous relationships. On the other hand, since there has also been criticism of anthropocentrism itself, which 

was developed based on the existence of humans, cultural anthropology should investigate in detail through fieldwork how humans view 

other species. 

      This research focuses on sericulture, which for thousands of years has raised silkworms and their cocoons for producing raw silk, and 

the mourning spirits called Kuyō of sericulture farmers. In addition, it investigates the relationship between humans and silkworms, and how 

humans perceive them. Specifically, this paper describes in detail the sericulture process, its history, and the Kuyō beliefs among sericulture 

farmers in Japan. Then, it analyzes the current state of the spirit of Kuyō and the relationship between humans and silkworms based on the 

results of interviews with sericulture farmers. Finally, in the conclusion, the research is summarized, including prospects for future research.
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１　他種をまなざす供養精神

1.1 文化人類学が捉える人間と動物の関係——「他種」へのまなざし

　近年、国内外で肉食や毛皮産業といった人為的な殺生を伴う産業に対する批判が顕在化している。実際に、欧米

諸国を中心に、動物性の原料を避ける完全菜食主義者の存在が注目され、毛皮の生産や販売を禁止する動きも見ら

れるなど、人間と動物との関係自体が再考されている。

　筆者の専門領域である文化人類学においても、人間と他種間に着目した議論が活発に展開されるとともに、両者

の関係を再考する理論的枠組みが注目されている。これまで動物と人間をめぐる人類学的研究の分析枠組みは、構

造主義や象徴論的なアプローチで展開されており、自然（動物）と社会（人間）はそもそも異質なものであるとい

う西洋近代的な二分法を基盤とした分析枠組みは今日においてもほとんどそのまま踏襲されていると指摘されてい

る（シンジルト , 2011, p.133）。他方、近年こうした二分法的分析枠組みではなく、より広範囲な多種との関係を

包括的に捉える試みとして、「マルチスピーシーズ民族誌（multispecies ethnography）」という人間と他種、さ

らにウイルスや機械、モノ、精霊、地形などを含むものとの絡まり合いから人間とは何かを再考する分析枠組み

（近藤・吉田 , 2021, p.13）が注目されている。例えば、人類学者のアナ・チンは、マツタケという商材をテーマ

に、マツタケの市場を取り巻く人々や自然環境などあらゆるアクターとの相互関係について調査を行った（Tsing, 

2015）。また、文化人類学者のアレックス・ブランシェットは、米国の工業型養豚における生産者と豚の関係に着

目した研究を行い、養豚業の生産現場におけるフィールドワークを実施し、養豚業で働く労働者と豚の関係やそれ

らを取り巻く工場畜産の実態を明らかにした（Blanchette, 2015）。このように、文化人類学において、人間と多

種の関係を対象とした研究が各地で展開されているのである。

　こうした多種をまなざすマルチスピーシーズ民族誌が現れた背景について、宗教民族学者の山田仁史は、自文化

中心主義やヨーロッパ中心主義、そして人間中心主義を乗り越えようとする精神や、人新世という時代において人

間と他種との関係を捉え直す危機意識の萌芽、そしてクローンや遺伝子操作など科学技術の進歩によって種そのも

ののあり方、生命観や生命倫理の揺らぎがあると指摘する（山田 , 2016, p.126）。加えて、文化人類学者の奥野克

巳によると、マルチスピーシーズ民族誌の基礎にはあらゆる生物種が他種や環境との関係を通じて生きているとい

う「絡まり合い（entanglement）」という重要な考えがあり、二者における相互作用ではなく、多種の絡まり合い

に注目することで、自然／文化の二元論の図式を乗り越えることが視野に入れられている（奥野 , 2021, p.47-48）。

このように、マルチスピーシーズ民族誌という文化人類学における分析枠組みを通して、人間と動物を分けたうえ

で理論を展開するこれまでの二分法的思考自体を批判的に見つめ、人間と動物のみならず、それらを取り巻く多種

の存在を内包した形でそれらの関係を捉え直す動きが高まっているのである。

　他方、マルチスピーシーズ民族誌に対する批判も見られる。人類学者の久保明教は、マルチスピーシーズ民族誌

に関する研究を行う近藤祉秋との対談において、マルチスピーシーズ民族誌の背景にある脱人間中心主義について、

そもそもこの脱人間中心主義は人間という概念に依拠しており、人間中心主義的な発想や実践を俯瞰して批判でき

るという前提が何によって正当化されているのかを指摘すると同時に、日常的な実践において「人間なるもの」へ

の依存がいかに展開され、そうしたものから外れる可能性がどのように抑制されているのかを具体的に検討すると

いう方向性について言及している（久保・近藤 , 2022, p.38-39）。こうした批判を踏まえると、マルチスピーシー

ズ民族誌は脱人間中心主義的な分析枠組みとして他種との関係を射程に入れているものの、依然として「人間」と

いう存在に大きく依拠しているゆえ、「他種」という捉え方自体が人間中心的であるとも言えるだろう。それゆえ、
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このような枠組みの前提として、これまで行われてきた人間と他種との関係を調査するのみならず、人間がいかに

して他種をまなざしているのかを、フィールドワークを通して精緻に捉える必要があるのだ。

1.2　養蚕と供養精神への着眼

　以上の文化人類学における潮流を踏まえ、人間と他種の関係を捉えるうえで筆者が注目するのは、人間と完全家

畜の昆虫である蚕によって成り立つ養蚕業という生業である。養蚕とは、生糸生産を目的とする蚕糸業において原

料の繭を生産する工程を意味する。蚕は紀元前より数千年もの時間をかけて人間によって品種改良されてきた家畜

である。すなわち、数千年に渡って品種改良を繰り返し、完全家畜化された蚕は、人間の手を介さなければ生きら

れず、人間という存在に大きく依存する生き物である。また、生糸生産のため育てられた蚕は、繭を作った後に製

糸段階で蛹のまま茹でられてしまい、その命を全うすることができない。

　このように蚕の死を伴う生業において、蚕に対する供養精神は日本各地で供養碑や供養塔という形で体現されて

きた。例えば、1897（明治 30）年に建立された柏木沢の蚕影碑（群馬県高崎市）について、降雹によって桑畑に

大きな被害があり、桑の葉を餌とする蚕の飼育が困難となったため、村人たちが相談し、止むを得ず丘に蚕を埋め、

蚕影山大神を祀って蚕の霊を慰めたという背景がある（高崎市文化財保護課 , 2023）。また、1934（昭和 9）年に

建立された蚕霊供養塔（長野県岡谷市）は、その当時世界不況の影響で製糸工場の多くが休業や倒産する中で、製

糸発展のために犠牲になった蚕の霊を慰め、蚕神を祀り蚕糸業の発展を祈念するため、製糸業関係者が中心となっ

て建立された（岡谷市観光協会 , 2023）など、生き物である蚕の殺生に直面する生産者が主体となって蚕への供養

精神を体現してきたのである。

　こうした供養精神について、古来日本において供養は人間のみならず動物や草木、針などの動植物や無生物を対

象に行われてきた。その背景には、日本において人間、哺乳類、昆虫、魚類などのすべての生き物を「生類」とす

る動物観が存在し、輪廻転生という仏教的観念との結びつきから、生類の殺生は人間の生まれ変わりを殺生するこ

とになるため、供養は人間を含めた生類全般に対して行われる行為であったという指摘がある（長野 , 2015, p.211, 

217）。例えば、山形県米沢市では、「草木塔」や「草木供養塔」と刻まれた石碑が存在するが、こうした石碑が建

てられた背景として、草木にもそれぞれ霊魂が宿っており、そうした草木から得られる恩恵に感謝し、伐り倒した

草木の魂を供養する精神があると言われている（米沢市企画調整部秘書広報課 , 2023）。

　文化人類学においても供養に関する研究が行われており、その一つが真珠養殖業の真珠供養である。文化人類学

者の床呂郁哉は、日本における真珠養殖を対象に、人間と非人間としての真珠（貝）や環境との関係に注目し、実

際に現場で生成している出来事の文脈に即して記述した。養殖技術者の現場の語りにおいて、真珠貝を心なき物体

のように見なすのではなく、むしろ独自の感覚や能動性を備えた御し難い主体として見なすような態度が認められ

たと述べる。特に、真珠貝供養の現場から、「ひと」は「もの」に対して一方的に優越的な立場から支配や管理、

統御するのではなく、むしろ「もの」に対して感謝や慰霊、懇願するような態度が特徴的であると指摘する（床呂 , 

2011, p.71, 86）。すなわち、非人間である他種に対する感謝や慰霊を内包する供養精神は、他種の主体性を認める

とともに、人間と他種の関係を捉えるうえで重要な精神的営為なのだ。

　こうした供養精神に着目することで、これまで二分法的に語られてきた人間と他種の関係とは異なる新たな側面

を見出すとともに、両者の関係の再考に繋がるはずである。同時に、供養精神という他種の生命をまなざす精神的

営為は、人間がどのように他種を捉えているかを明らかにするための鍵となり得る。そこで、本研究はこれまで数

千年にわたって養蚕農家と完全家畜の昆虫・蚕の関係によって継承されてきた養蚕業に焦点を当て、蚕を飼育し繭
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を生産する養蚕農家の蚕に対する供養精神に着目する。養蚕農家は生糸の原料となる繭を生産する工程を担ってい

るが、生糸を生産するためには蛹の状態の蚕を殺生せねばならない。それゆえ、これまで日本の養蚕業では養蚕信

仰という民間信仰を通して、蚕に対する供養を行ってきた。殺生を伴う生業において、養蚕農家は他種である蚕と

どのように向き合い、関係を築き上げているのか。本研究では、関東甲信越地方の養蚕農家に対するインタビュー

調査を通して両者の関係を明らかにするとともに、彼らの蚕に対する供養精神について分析・考察する。

2　養蚕と信仰——その歴史と諸相

　本研究のインタビュー結果に関する記述に移る前に、本章ではこれまで日本国内の養蚕業がどのように展開され

てきたのか、そして養蚕農家たちは「養蚕信仰」という蚕に対する供養精神を内包する民間信仰を通していかに蚕

と向き合ってきたのかを概観する。具体的に、「2.1　養蚕とは何か」では養蚕の具体的な工程について整理する。

なお、文献資料だけでは得られない現場の様子を捉えるため、埼玉県 U 地区を拠点とする養蚕農家の G 氏（埼玉

県 30 代男性。詳細は「3.2　対象・期間・場所」に記述）が実施する養蚕の工程を記述する。G 氏は大学卒業後

の 2011（平成 23）年より家業である養蚕業に従事しており、5 月上旬から 10 月中旬の約半年間にかけて年 6 回、

約 50 万頭の蚕を飼育している。本調査では、養蚕の工程における G 氏の行動や蚕を飼育するにあたって気をつけ

ている点に焦点を当て記述する。なお、養蚕の工程に関する用語や内容、期間については以下の表にまとめる。

※表 1　養蚕の作業名称・内容・期間（筆者作成）

　次に、「2.2　養蚕の歴史と現状」では、日本国内における養蚕業の歴史について、主に開国以降の蚕糸業全体の

経済的興隆を中心に記述する。最後に、「2.3　養蚕における弔い——養蚕信仰の諸相」において、古来養蚕農家の

間で信仰されてきた、繭の豊作や除災、蚕に対する供養精神を内包する「養蚕信仰」について記す。

2.1　養蚕とは何か

　養蚕の主な目的は、蚕の飼育および生糸の原料となる繭の生産である。養蚕において扱われる蚕は、昆虫の鱗

翅目（りんしもく）・カイコガ科・カイコガに分類される昆虫であり、卵から孵化し幼虫となった後 4 回の脱皮を
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※図 1　養蚕の生産サイクル（筆者作成、筆者撮影）

し、約 2 日かけて繭を作った蚕は、繭の中で蛹となり、その後 10 ～ 15 日ほどで羽化し、成虫（蛾）となる（小泉 , 

2015, p.6-7）。現在日本では農家で飼育される蚕の他に、遺伝資源として研究所や大学に保存されているものも含

め約 600 種類の蚕が存在し、養蚕に利用される蚕は、病気に強く、飼育しやすく、繭が大きいといった特性を選出し、

その性質を固定することで品種化されたものである（国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構（農研機

構）企画戦略本部新技術対策課 , 2008, p.2）。

　養蚕農家は、毎年 5 月から 10 月の半年間をかけて、蚕の餌である桑の葉を収穫し、蚕を飼育する。約 1 か月か

けて蚕は成長し繭を作るが、その後繭は製糸工場へ出荷され、そこで生糸が生産される。こうした生糸生産に関わ

る一連の業界は蚕糸業と呼ばれるが、蚕糸業は蚕の卵を専門に製造する「蚕種業」、蚕を育て繭を生産する「養蚕業」、

生糸を生産する「製糸業」の主に 3 つの業種で構成されている。本研究が焦点を当てる養蚕業の工程については、

以下の図の流れで行われる。

　蚕種業においては、人為的に成虫となった蚕を交尾させ、より良質な生糸を生み出す蚕の卵を生産する。繭や生

糸の生産能率を上げるためには、微粒子病にかからず、蚕の品種が優良で生産性が高い必要があり、例えば幼虫や

蛹が強健であり、収繭量が多いなどの特徴があげられる（財団法人大日本蚕糸会蚕業技術研究所 , 2010, p.88-89）。

なお、今日における日本国内の蚕種製造は、長野県や愛媛県を中心に行われている。蚕種業者が製造した蚕の卵は

全国各地の稚蚕飼育所へ送られ、蚕の幼虫の成長が安定する約 1 ～ 3 齢まで育てられ、その後成長した蚕は各養

蚕農家のもとへ送られる。

　稚蚕飼育に関して、養蚕農家自身が行う場合もあり、G 氏も自ら稚蚕飼育を実施している。具体的に、一蚕期あ
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写真 1・2　稚蚕飼育の様子（筆者撮影・編集）

たり約 8 万頭の稚蚕を約 10 日かけて 2 ～ 3 齢まですべて桑で育てている。1 ～ 3 齢の稚蚕は非常に繊細な時期で

あり、カビやウイルスを媒介した病気にかかりやすい。財団法人大日本蚕糸会蚕業技術研究所によると、一般の蚕

の飼育において発生する蚕病は、そのほとんどがウイルスなど病原微生物の寄生によるものであり、蚕室や蚕具な

どが蚕病病原によって汚染されていることが多いため、環境を清浄する必要がある（財団法人大日本蚕糸会蚕業技

術研究所 , 2010, p.100）

　その後、養蚕農家は約 30 日間かけて「摘桑」と「給桑」を行い、5 齢になるまで蚕を育てる。財団法人大日本

蚕糸会蚕業技術研究所によると、日本では、春から晩秋にかけて桑の葉が着生しているため、この時期に蚕を飼育

する。複合経営で養蚕を行う場合、他の農作業との関係で生産者の労力に余裕のある時期や、桑の仕立法、桑の葉

の収穫法、養蚕の作柄や生産する繭の品質の関係などを考慮し、各地方の立地条件や気象条件を見極めながら蚕の

飼育と掃き立ての適切な時期を決める必要がある。実際に、蚕を掃き立てる量は飼育時期や個々の養蚕農家の事情

によって異なるが、掃き立てる蚕種 1 箱（2 万頭）に対して必要な桑の量は、春蚕で 600kg（全芽量）、初秋蚕で

415kg（葉量）、晩秋蚕で 450kg（葉量）と推定されている（財団法人大日本蚕糸会蚕業技術研究所 , 2010, p.99-100）。

　G 氏の場合は、毎年 5 月上旬から 10 月中旬の約半年間にかけて年 6 回、約 50 万頭の蚕を父親と主に 2 名で飼

育しており、約 1 か月をかけて繭を生産するサイクルを組み合わせながら養蚕を行っている。G 氏は、一蚕期に 8

万頭もの蚕を飼育するが、最大で 1 日に 500kg（トラック約 2 台分）の桑の葉が必要となり、蚕を飼育する際は

常時桑の葉を収穫する。また、先述の衛生面に考慮して稚蚕飼育と上蔟の時期が重ならないようにし、大きな労力

がかかる収繭の作業や最も桑が必要となる 5 齢の蚕の飼育の時期が重ならないようにするなど、1 日の労働力を基

準として蚕の飼育の予定を立てていた。

写真 3・4　給桑の様子（筆者撮影・編集） 
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写真 5・6　上蔟と営繭の様子（筆者撮影・編集）

写真 7・8　選繭と収繭の様子（筆者撮影・編集）

　その後、5 齢に成長した蚕を格子状の道具「蔟（まぶし）」に入れる「上蔟」という作業が行われる。蚕は上昇

する習性があるため、蚕は蔟の格子の隙間に入っていき、そこで繭を作る。この回転蔟は、蚕の上昇する習性を生

かし、上部に蚕が集まり重くなると回転をすることで、満遍なく蚕が隙間に入るような仕組みになっている。こう

して繭を作り始める準備ができた蚕は、2 ～ 3 日かけて繭を作る。

　こうして完成した繭を出荷する際に、まず「選繭」という良質な繭を選別する作業を行う必要がある。具体的に、

蔟を日の光に透かしながら、2 頭の蚕が 1 つの繭を作る「玉繭」や蚕の糞尿で汚れた繭などを見つけ、蔟から取り

除いていく。その後、良質な繭だけが残った蔟から繭を取り外す「収繭」の作業を経て、養蚕農家は主に農業協同

組合（農協）へ繭を出荷する。G 氏の場合は、左の写真のように機械に蔟を通して繭を取り外し、年間約 1,000kg

の繭を G 氏の拠点である U 地区の農協へ出荷している。

2.2　養蚕の歴史と現状

　では、上記のように人間を介して蚕を育て繭を生産する養蚕という営みは、これまでいかにして日本国内におい

て発展してきたのだろうか。本節では、養蚕の歴史について体系的に整理された財団法人大日本蚕糸会蚕業技術研

究所の『養蚕』（2010 年発行）を中心に、これまでの養蚕の文化と産業の歴史について記述する。

　まず、養蚕の起源について、日本国内の養蚕業は帰化人によって 3 世紀頃に始まったとされている。その後、

646 年の大化改新や、701 年には大宝律令が制定され、絹は税収の一つとして捉えられると同時に、その後平安朝

時代には全国的に養蚕や製糸の技術が普及することとなった。中世に入ると、治安の不良や荘園制度の崩壊、貨幣

の流通などの影響を受け、養蚕業は衰えた。この時代における養蚕や製糸はほとんど農家の自給生産にとどまって
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おり、それらに関する技術改良は顕著に見られなかった。近世初期においては、土地を基盤とした農業中心の自給

自足的な自然経済が基本をなし、生産性は低かったものの、治安が良く、領主と農民との権力関係の変化などによっ

て次第に余剰生産が可能となり、米や麦を中心とした農業から特産物農業へと発展し、技術的向上も見られた。他

方、幕府の財政的貧困により養蚕業が奨励され、蚕種、繭、生糸、真綿、絹織物の需要が増加したことで、それら

の生産が専業化し、蚕種製造、養蚕、製糸および機織りなどが独立分化していった。また、各藩において、養蚕業

先進地からの技術の移入や、農民に対する技術指導が盛んに行われ、多くの養蚕関係の書物が刊行されるなど、日

本特有の養蚕技術が確立した。その後、1859（安政 6）年に横浜が開港した際には、その当時欧州で蚕の微粒子病

が蔓延したことによる繭の生産の低下や労働賃金の高騰などによって生じた養蚕業の衰退を契機に、蚕種輸出に続

いて生糸輸出が拡大した（財団法人大日本蚕糸会蚕業技術研究所 , 2010, p.9-10）。

　その後明治時代では、政府は政治的自立に向け、まずその基礎として経済的自立を実現することを目的に国家の

保護の下で生産の発達と商工業の繁栄を進めていき、明治国家を主体として上からの殖産興業と近代化の政策が進

められていった（周 , 1989, p.69-70）。そして、その政策の一つとして位置付けられたのが製糸業であった。開港

までは製糸は主に養蚕農家の副業であり、小規模で技術が低く、生産された絹織物は贅沢品であったこともあり、

国内市場の需要には限度があったが、開港後は欧米市場の大量の需要によって製糸業は日本最大の輸出産業となり、

外貨獲得や軍需品などの輸入に重要な役割を果たした（周 , 1989, p.99）。

　しかし、蚕糸業の飛躍的な成長は、昭和初期を境に大きく低迷することとなる。1929（昭和 4）年に始まった世

界恐慌によってアメリカの絹産業が打撃を受けたことで、その当時 8 億円近かった生糸の輸出額は 1931（昭和 6）

年には半減した。さらに、1937（昭和 12）年に始まった日中戦争によって日本経済は戦時体制に追い込まれ、貿

易の悪化による生糸輸出の減少は日本の養蚕や製糸業の体質を大きく転換させた。その後、1941（昭和 16）年に

は生糸輸出は完全に途絶し、桑園も食糧増産のため減少していった。この時期は、繭の生産量から捉えると、日本

の養蚕業が最高生産量を記録した時点から最低となった時点を含んでおり、極めて変動が激しい時代であった（財

団法人大日本蚕糸会蚕業技術研究所 , 2010, p.11-12）。

　その後、終戦から現在においては、戦時中に軍需用として急速に発展したナイロン工業が終戦と同時に民需要

に転換し、1946（昭和 21）年には絹靴下に変わってナイロンの靴下が過半数を占めた。それにより、終戦後の輸

出生糸は靴下用から再び織物用へと変わった。また、1950（昭和 25）年の朝鮮戦争の勃発を契機に、特需ブーム

の影響で経済復興が進み、養蚕業が再び重要視されることとなり、1954（昭和 29）年には生糸輸出が 7.6 万俵、

1955（昭和 30）年には繭生産量が 11.4 万トンに達した。その後、生糸輸出の不振や国内需要の低迷により、繭

価が低下したものの、1960（昭和 35）年以降は高度経済成長の影響もあり、絹織物の内需が急増し、1964（昭

和 39）年頃から養蚕が復興していった。一方で、こうした復興は日本の蚕糸業が輸出産業から内需産業へと質的

転換したことを意味し、歴史的に見て重大な転換点であった。1965（昭和 40）年以降は、生糸消費の伸びは国内

生産を超過し、中国や韓国などからの生糸輸入は 1969（昭和 44）年以降急激に増加し、1972（昭和 47）年には

16.8 万俵に達し、これは生糸総需要量の 34% に当たった。すなわち、日本は世界における生糸の消費国および輸

入国へと変容するに至ったのである（財団法人大日本蚕糸会蚕業技術研究所 , 2010, p.12-13）。

　平成に入ると、徐々に生糸の輸入量が国内生産量を席巻し、国内の養蚕業は大きく低迷することとなる。具体的に、

農林水産省によると、現在養蚕は関東や東北地方を中心に小規模な産地が残るのみであり、群馬県が生産量の３割

を占める状況である。また、養蚕農家の高齢化が進行し、養蚕農家の主な従事者は 70 歳以上が６割を占め、養蚕

農家数については 57,230 戸存在した 1989（平成元）年と比べ、2022（令和 4）年においては 163 戸と激減しており、

それに伴って繭の生産量も 26,819 トン（1989 年）から 51 トン（2022 年）に減少し、国産生糸のシェアは 0.1％
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とされている（農林水産省 , 2023, p.1-2）。このように、近年日本国内において養蚕業自体が衰退の危機に直面し

ているのである。

　他方、近年「スマート養蚕」と呼ばれる、気温や湿度など蚕の飼育に重要な外的環境を調節できる無菌室などの

施設を利用し、年間を通して蚕を大規模に生産する工業型養蚕のシステムが台頭している。スマート養蚕技術とは、

新しい産業のインフラとして合理的に工業化された養蚕技術を意味し、蚕の幼虫飼育から繭収穫までを効率的に行

うことを目的としている。ハード（設備）とソフト（飼育技術）の 2 つの技術により構成されており、ハードでは

最新の工学技術を取り入れ、飼育管理の自動化や飼育環境の最適化を可能とし、遺伝子組換えされた蚕にも対応す

る飼育設備の開発を進めている。また、ソフトでは、従来の養蚕業の技術を活用し、より省力化された飼育技術を

確立することが目指されている（麻生・田中 , 2019, p.181）。

　実際に、近年このようなスマート養蚕システムは全国各地で社会実装されている。例えば、2017（平成 29）年

熊本県山鹿市に竣工した国内最大規模の養蚕施設を運営する（株）「あつまる山鹿シルク」は、10 万本の桑を定植

し、24.6 ヘクタールの桑園を整備するとともに、桑の葉を原料とした人工飼料を用いて年間 24 回飼育することが

可能な無菌周年養蚕システムを構築し、蚕の安定生産を実現している（農林水産省 , 2023, p.12）。また、年間を

通じて安定した無菌環境で蚕を飼育することで通年型のバイオ産業化を実現し、これまで重労働であった一連の作

業を効率化することで生産性を向上させている（株式会社あつまるホールディングス , 2023）。

　また、愛媛県の「ユナイテッドシルク」（株）も、新しいシルク産業の創出に向け、スマート養蚕システムやシ

ルク原料加工設備を備えた工場を通して、蚕の飼育から原料抽出までを行う体制を実現している。具体的に、ユナ

イテッドシルクではシルクの主成分であるフィブロインというたんぱく質に注目し、繭からフィブロインを抽出す

る独自の加工技術を確立し、「シルク水溶液」や「シルクパウダー」を精製している（ユナイテッドシルク株式会社 , 

2023）。すなわち、これまで繊維として用いられてきたシルクは、化粧品や医薬品、食品など多種多様な用途へ展

開する可能性が高く、今日においてもシルクに関わる研究や技術開発は継続的に行われているのである。

　このように、数千年にわたって続いてきた養蚕は、日本の経済興隆に大きく貢献した生業であった。今日養蚕業

は従事者の高齢化や後継者不足などの影響により衰退しているものの、一方で蚕の大量生産や効率化を向上させる

スマート養蚕技術の領域における研究や社会実装が台頭しており、工業型養蚕に拍車がかかっているのである。

2.3　養蚕における弔い——養蚕信仰の諸相

　日本における養蚕の歴史を踏まえたうえで、養蚕農家たちは生糸生産のため飼育してきた完全家畜の蚕をどのよ

うにまなざし、ことに人為的に殺生することに対してどのように考えているのだろうか。こうした蚕の死に対する

弔いの精神を紐解く鍵となるのが、古くから養蚕農家の間で信仰されてきた「養蚕信仰」である。養蚕信仰には、

主に 3 つの目的があるとされる。具体的に、富岡製糸場世界遺産伝道師協会によると、①蚕が病気や災害に見舞わ

れず無事に成長し、多くの繭が取れることを神仏に願う、豊蚕・豊繭の祈願と報謝、②豊蚕を妨げる要因となる雹

や凍霜害、蚕繭を食害するネズミなどを除去するための除災の祈願、③雹や凍霜害などで桑が被災し、蚕を飼えな

くなり、投棄せざるを得なかった蚕の鎮魂慰霊である（富岡製糸場世界遺産伝道師協会 , 2019, p.1）。

　このような養蚕信仰における蚕神について、例えば古来養蚕が盛んに行われてきた群馬県における代表的な養蚕

信仰は、茨城県つくば市の「蚕影神社」を本社とし、養蚕の縁起として「金色姫伝説」とともに広く信仰されてい

た「蚕影信仰（こかげしんこう）」、茨城県神栖市に鎮座する蚕霊山星福寺を養蚕の守護神とし、江戸時代から絹（衣）

笠信仰布教の中心とされていた「絹笠信仰」、オシラサン（蚕神）を各農家で祀る「オシラサン信仰」、明治時代の
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中頃に神奈川県相模原市に鎮座する皇武神社が始めたとされ、埼玉県の秩父や熊谷を経て群馬県の東毛地方で信仰

された「オキヌサン信仰」という 4 つの信仰が存在する（富岡製糸場世界遺産伝道師協会 , 2019, p.1）。こうした

養蚕信仰や蚕神について体系的な整理を行った阪本英一によると、蚕神については、『日本書紀』や『古事記』に

おける保食神、埴山姫、稚産霊神といった神道の神、仏教の馬鳴菩薩、金色姫、民間信仰のオシラサン、そしてネ

ズミ除けのための猫神や蛇神など、さまざまな蚕神が存在する（阪本 , 2008, p.463-464）。また、阪本は、蚕神は

信仰の始まりから曖昧であり、宗祖や教団組織も存在せず、民間信仰や民俗信仰と呼ばれるものであると指摘する。

さらに、蚕神信仰は養蚕の発展とともに広がり、約 1 世紀の間「流行り神」のように広まったが、養蚕業の終焉以

前にその姿を消したと述べる（阪本 , 2008, p.466-467）。すなわち、養蚕にまつわる民間信仰は、生き物である蚕

を育てる養蚕農家による養蚕という生業を通して脈々と受け継がれてきた精神的営為なのである。

　このように、養蚕信仰は各地域の風土の中で多様な様相を呈している。同時に、養蚕農家を介して蚕を育てる養

蚕という生業を通して、養蚕信仰は養蚕農家の精神的支柱として醸成されてきた歴史があるのだ。すなわち、蚕の

生死に向き合う養蚕という生業において、古来日本では養蚕農家を主体とする他種・蚕をまなざす精神的営為が継

承されているのである。

3　方法論

　以上に述べた日本における養蚕業の歴史や養蚕信仰という蚕をまなざす民間信仰について踏まえたうえで、本研

究では関東甲信越地方の 30 代から 80 代の養蚕農家 8 名に対してインタビューを行った。本章では、インタビュー

調査の詳細について、調査方法や対象、期間、場所、そして 8 名の養蚕農家のプロフィールについて以下に記す。

3.1　調査方法

　本研究では、養蚕農家と蚕の関係および蚕の殺生に対する供養精神について調査を行う。具体的に、古くから養

蚕が盛んである群馬県、埼玉県、山梨県の某所における養蚕農家 8 名を対象とした半構造化インタビューを通して、

蚕を育てる動機や蚕の殺生に対する考え、供養に関する祭祀への参加の有無などについて調査を実施した。なお、

本調査のインタビューにおける質問事項は以下の通りである。

【インタビュー項目】

・蚕を育てる動機は何ですか。

・養蚕を通して、蚕に対してどのような気持ちを抱きますか。

・蚕の殺生に関してどのような考えをお持ちですか。

・「供養」についてどのような考えをお持ちですか。

・蚕に対する供養に関して、儀礼などを行うことはありますか。また、儀礼などを行う場合、具体的にどのような

ことをしていますか。

・蚕の供養に関する祭祀などに参加していますか。
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※表 2　調査対象者一覧（筆者作成）

3.2　対象・期間・場所

　本研究のインタビューは 2022 年 12 月から 2023 年 6 月にかけて実施し、その対象は関東甲信越地方（群馬県・

埼玉県・山梨県）の某所を拠点に活動する養蚕農家 8 名である。関東甲信越地方は、古くから養蚕が盛んであり、

現在も全国的に見ても繭の生産が多い地域である 1。各調査対象者の性別や年齢、蚕の年間飼育頭数などの詳細は

以下に示した表のとおりである。

　なお、本インタビューでの音声データについて、内容を理解しやすくするため、文意を変えず、口調の細部等を

修正した。また、調査対象者のプライバシーに配慮し、氏名や本拠地等はアルファベットでの表記としている。具

体的に、P 地区は A 氏と B 氏の拠点、Q 地区は C 氏の元拠点、R 地区は C 氏の現在の拠点、S 地区は D 氏の拠点、

T 地区は E 氏の拠点、U 地区は F 氏と G 氏の拠点、V 地区は H 氏の拠点を指す。

　また、具体的な各調査対象者のプロフィールは以下のとおりである。

　【A 氏（70 代女性）】1997（平成 9）年群馬県の P 地区にて夫婦で養蚕を始めた。P 地区は、群馬県内でもいち

早く工業化や畑への転換が進んだ地域だと言われている。一方で、6 年ほど前から、B 氏を含め毎年新規で養蚕業

に就農したいと申し出る人は増加傾向にあるという。もともと A 氏は養蚕農家から繭を買い取り、製糸会社と取

引を行う繭買商を営んでいたが、養蚕農家の減少に伴って、自ら養蚕農家として養蚕を始めることとなった。現在

は、親戚や近所の人々に手伝ってもらいながら、春から秋にかけて、年に 2 ～ 3 回、約 10 ～ 20 万頭の蚕を飼育し、

冬はほうれん草を栽培している。

　【B 氏（40 代女性）】群馬県の P 地区にて 2021（令和 3）年に養蚕を始めた新規養蚕農家である。もともと医療

現場で働いていた B 氏は、対処療法が中心の西洋医学のあり方に違和感を覚え、仕事を辞めたと同時に、以前か

ら関心を持っていた農業に関わり始めた。その後、祖父母が養蚕を営んでいた背景も踏まえ、養蚕業に興味を持ち、

群馬県内の養蚕学校で技術を学んだ。現在は、P 地区で A 氏から養蚕の技術を教わりながら春から秋にかけて年 2

回、約 6 万頭の蚕を飼育している。
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　【C 氏（30 代男性）】大学卒業後青年海外協力隊として約 2 年間ネパールへ赴任した。その後、日本での研修先

の繋がりから、2016（平成 28）年より地域おこし協力隊として群馬県 Q 地区にて養蚕を開始した。Q 地区周辺は、

群馬県内でも特に養蚕が盛んな地域だと言われる。現在は、Q 地区に隣接する R 地区にて春から秋にかけて、5 回、

15 ～ 16 万頭の蚕を飼育している。

　【D 氏（80 代女性）】埼玉県の S 地区にて高校卒業後の 1953（昭和 28）年頃に家業である養蚕業に従事し、1964（昭

和 39）年に結婚後、2000（平成 12）年まで夫婦で春から秋にかけて養蚕を行い、冬はこんにゃくを生産していた。

一般的に養蚕農家は蚕を育て繭を生産することに特化しているが、D 氏の実家では自ら育てた繭から糸も生産して

いた。夫が亡くなった後、2022（令和 4）年まで 22 年間一人で春から秋にかけて年に 3 回、約 2 ～ 3 万頭の蚕を

飼育していた。

　【E 氏（60 代男性）】1978（昭和 50）年埼玉県の T 地区にて養蚕を始め、2014（平成 26）年に起こった大雪を

機に養蚕をやめた。E 氏は代々養蚕を営む農家として高校卒業後に家業を継ぎ、E 氏の父親の代から始めていたシ

イタケの生産と並行して年間約 6 ～７回、約 150 万頭もの蚕を飼育していた。現在は、T 地区でシイタケ農家と

して生計を立てている。

　【F 氏（60 代男性）】現在埼玉県 U 地区にて約 150 年前からの家業である養蚕業を営んでいる。U 地区周辺を含め、

50 年前には約 4,000 戸もの養蚕農家が存在したと言われるが、現在は 2 戸に減少している。F 氏は、高校卒業後

に埼玉県内の蚕業講習所で約 2 年間養蚕に関する勉強をした後、1977（昭和 52）年に実家の家業を継いだ。その

当時は、蚕の量産体制が確立しており、大量に蚕を育て繭を出荷する時代であった。現在は、息子である G 氏（30

代男性）とともに、春から秋にかけて、年に 6 回、約 50 万頭の蚕を飼育している。

　【G 氏（30 代男性）】現在埼玉県の U 地区にて約 150 年前からの家業である養蚕業を営んでいる。G 氏は、高校

で養蚕を学び、高校卒業後は大学へ進学し経営学を専攻した。大学卒業後の 2011（平成 23）年より実家が営む養

蚕業に従事し始めた。現在は、父親である F 氏（60 代男性）とともに、春から秋にかけて、年に 6 回、約 50 万

頭の蚕を飼育している。

　【H 氏（30 代男性）】現在山梨県の V 地区にて約 150 年前からの家業である養蚕業を営んでいる。V 地区では、

1975（昭和 50）年から 1985（昭和 60）年頃に養蚕業をやめて果樹農家に転向する農家が多く、現在 V 地区にお

ける養蚕農家は H 氏 1 戸のみと言われている。H 氏は、専門学校で動物飼育を学んだ後、動物園へ就職し飼育員

として働いていたが、家業を継ぐため、2018（平成 30）年より実家が営む養蚕業に従事し始めた。現在は、春か

ら秋にかけて、年に 6 回、約 110 万頭の蚕を飼育している。

４　結果——養蚕農家の語りから

　本章では、養蚕農家 8 名に対するインタビューの結果について整理する。まず、「4.1　養蚕という営み」では、

長い時間をかけて蚕を育てる養蚕という生業の実態や、養蚕業に従事してきた背景、そして近年養蚕農家の高齢化
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や後継者不足等によって養蚕業の規模自体が縮小する中で彼らはどのような思いを抱いているのかについて整理す

る。続く「4.2　養蚕における供養」においては、養蚕農家の蚕に対する供養精神や関連する祭祀等への参加につ

いて記述する。「4.3　養蚕の継承への想い」では、人間の手を介さねば生きられない完全家畜の蚕に向き合う養蚕

農家の姿や彼らと蚕の関係に着目し、蚕という種自体をまなざす養蚕農家の語りを通して、生命の継承という観点

から養蚕農家の供養精神について記す。最後に、「4.4　伝統産業としての養蚕」では、インタビューを通して浮か

び上がってきた、これまで数千年にわたって続いてきた養蚕の伝統産業としての側面に焦点を当て、ことに 30 代・

40 代の若手養蚕農家たちは今後の養蚕、そして人間と蚕の関係をどのように捉えているのかを記述する。

4.1　養蚕という営み

　本節では、養蚕農家の生活空間に密接に関わる形で展開されてきた養蚕という生業の実態に注目し、彼らが養蚕

を通してどのように蚕と関わってきたのかを整理する。

　まず、E 氏（埼玉県 60 代男性）や F 氏（埼玉県 60 代男性）は、幼少期に生活空間の中で大量の蚕を飼育しており、

自らの生活と養蚕が密接に関わっていたと話した。例えば、E 氏は畳を上げて家屋の中でも蚕が飼育できるように

していたという。

［E 氏］お蚕に追い出されて、寝るところも全部お蚕に占領されちゃうから、屋根の下はね。子供の時は家

の中の隅っこの方で寝るわけだよね。お蚕があるうちは。畳も全部あげちゃって。お蚕用にするからね。

　また、F 氏は、高校卒業後に講習所にて 2 年間養蚕について学んだ後家業である養蚕業に従事したという経緯が

あるが、幼少期から養蚕の手伝いをするなど生活の延長で養蚕に触れる機会が多かったと話す。

［F 氏］家にいれば生活の中にお蚕がいたから（笑）桑くれしろだのなんだのやったわけだからね。（略）小

学校の頃から夏場はお蚕ばかりだったから（笑）それこそ、人間の生活の中にお蚕がいたんだから。そこの

座敷で畳上げて蚕飼っていたんだよ（笑）人間は廊下で寝ていたんだから（笑）（略）お蚕飼っている家じゃ、

昔だったら学校行っていたってさ、「今日お蚕上げだから暇もらってくる」っていう時代もあったんだよ（笑）

そのくらい生活と密着していたから。

　続いて、F 氏は、繭の出荷量を重視する時代では早朝から夜遅くまで養蚕の作業を行っており、今よりも多くの

蚕を飼育していたと話す。

［F 氏］親父の手伝いをしているうちは、とにかく忙しかった。量やっていたから（笑）（略）労働時間でいうと、

日が昇って、5、6 時に起きて、下手すると 12 時までっていう作業になるから（笑）繭掻きなんか、下手す

ると 2、3 時っていう時もあって（笑）

　D 氏（埼玉県 80 代女性）も、1975（昭和 50）年頃は繭を大量生産していたと話し、多くの人に手伝ってもら

いながら養蚕の作業をしていた。
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［D 氏］上蔟の時は人手がいるから、何人か頼んでやったけどね。今は機械だから手間がかからないからね。

（略）1 番頼んだ時、25 人は頼んだね。その頃は蚕の量が多かったから。（略）昭和 50 年頃は多かったかな。

年間 1 トンの繭を生産していたからね。

　このように、多くの蚕を飼育し生計を立てている養蚕農家にとって、蚕を敬い、「お蚕様（おこさま）」と呼ぶこ

とがある。F 氏は、蚕を飼育し繭を生産することで生計を立てる養蚕という生業について、「人間は蚕に食べさせ

てもらっている」と表現している。

［F 氏］結局飯の種だったから。普通に家で仕事になっていたので労働力として入ったわけなんだけども。（略）

結局、繭の収量イコール収入になっていたから（笑）（略）結局農家だってお蚕育てて繭にして、それを売っ

てお金にして飯食っているわけだし、お蚕さんに食わせてもらっているようなものだから。

　また、それぞれ養蚕農家が自らの生業を続けていくのと同時に、同じ地域の養蚕農家が集まって年中行事や祭り

へ参加するなど、養蚕農家同士の共同性が見られる。例えば、D 氏は、養蚕農家が今よりも多かった時代では、旅

行や食事会を通して集まる機会があったと話した。

［D 氏］その頃は旅行とか、集まって慰労会みたいなものはしましたね。（略）まだみなさんが養蚕をしてい

る時だから…何年前だろう。30 年くらい前は養蚕をしている人たちが集まって食事会や飲み会みたいなも

のをしましたね。

　以上の養蚕農家の語りから、蚕を育てる養蚕という生業は養蚕農家の生活自体と密接に関わっていたことがわか

る。同時に、個々人で養蚕を営みながら、慰労会など定期的に養蚕農家が集まる機会もあり、養蚕農家の共同性も

見られる。

　では、これまで養蚕業に長年携わってきた養蚕農家たちは、どのような経緯で養蚕業に従事したのだろうか。例

えば、D 氏は、実家が養蚕業を営んでいたため、実家での手伝いの延長で養蚕に従事したと話す。

［D 氏］やりたいっていう気持ちより、ここでしているからね。実家の延長のような気持ちですよね。

　家業である養蚕業に従事する G 氏（埼玉県 30 代男性）は、まわりに養蚕を志す同世代がいない中、高校で養蚕

を勉強したことがきっかけで養蚕に対する関心が高まったと話す。

［G 氏］もともと実家が養蚕をやっているのでなんとなく頭の中にはあったのですが、きっかけは高校進学

の時、実家が養蚕をやっているっていうことで養蚕が学べる学校に行って、そこで養蚕の歴史や変遷を教わ

りました。そこで養蚕に興味を持ち、養蚕をやらなきゃと思ってから、養蚕のことを自分でも色々調べ始め

ましたね。（略）もちろん（養蚕をやろうとする同世代は）ゼロですね。（略）養蚕をしようと思って学校に

来ている人はいないと思います。

　新しく養蚕を始めた養蚕農家の場合、もともと養蚕業自体に対して肯定的な印象が強く、主体的に養蚕業を選択
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し従事し始めていた。例えば、2016（平成 28）年より養蚕を始めた C 氏（群馬県 30 代男性）は、養蚕農家の手

伝いを通して、自分も養蚕をやってみたい気持ちになったと同時に、蚕を育てる養蚕の工程自体に魅力を感じていた。

［C 氏］お蚕が大好きって人もいるじゃないですか、始めるのに。どっちかっていうと、お蚕ももちろん大

切なんですけど、お蚕に携わっている人に憧れてっていうのが強いですかね。（略）農家さん自体、憧れる

方はいっぱいいるんですけど、そうだな…もう一段階あるじゃないですか、養蚕って。桑とって、虫の様子

見て、みたいな。そういうところに奥深さを感じたのかな。（略）蚕は「稽古」だとベテランが言うから。

そういうところは掘ってみたくなったっていうか、知りたくなってみたっていう感じですかね。

　このように、家業として続いてきた養蚕業を継いだり、養蚕に魅力を感じて新しく養蚕業に従事したりするなど、

養蚕農家が養蚕に携わってきた背景にはさまざまな経緯が見られる。しかし、このような養蚕業において、現在養

蚕農家の数は全国でも 160 戸ほどに減少しており、従事者の高齢化や後継者不足等により、養蚕業自体の存続が

危ぶまれている。実際にインタビューを通して、昭和後期頃から蚕糸業全体が縮小していく中で、現在 60 代の F

氏のように、60 代以降の養蚕農家たちは養蚕業の衰退を目の当たりにしていた。

［F 氏］昭和 48 年が生産量のピークだったんじゃなかったかな。高度成長期で、いろんなものを作れってい

う時代だったわけ。戦後ずっとものがない時代からいろんなものを作って。（略）色々化繊や何かが出てき

たから、時代的にはしょうがねぇんだろうけど。でも、繭から糸を作ってそれを利用していく技術もあるん

だから、それはそれでなんとか残れれば残しとかねぇと、と思っているんだけど。すべて石油製品でいいか

というわけでもねぇと思うんで。

　また、E 氏は高校卒業後に就農する時点で、仕事として農業を選択する同世代は少なかったという。

［E 氏］若い時、この町は 6,000 人か 7,000 人くらいの町で、まだ（養蚕を）やっている農家は多かったけど、

同じ年代で（養蚕を）始めたのはその中で 6、7 人くらいしかいませんでした。お蚕飼うって（家に）入っ

た人はね。それくらい衰退したところに入っていったわけだから、やめた方がいいんじゃないかっていう人

の方が多いんじゃないかな。（略）みんなが T 地区に残れる仕事はないわけで。

　続いて、F 氏は養蚕のみならず農業自体を仕事として選択する同世代は少なかったと話した。

［F 氏］自分は農業高校出たけど、当時 1 クラス農業科があって、40 人いたんですよ。そのうち農家をやるっ

ていうのが 5 人だった（笑）その頃からみんなサラリーマンになっちゃっていたから。昭和 40 年だな。そ

ういう時代だったから。

　また、A 氏（群馬県 70 代女性）は、養蚕だけで生計を立てることの難しさについて言及していた。

［A 氏］でも、蚕はお金になんねぇってよく言うんだよね。三度の飯が食えねぇって（笑）ねぇ、確かにそ

うだよね。
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　このように養蚕業自体が斜陽産業と化す中で、ことに 30 代・40 代の若手養蚕農家たちはどのように養蚕の現状

を捉えているのだろうか。実際に、若手養蚕農家の中には、衰退する養蚕業の現状を深刻に受け止めると同時に、

いかに次世代に養蚕という生業を継承できるかを考え、意欲的に取り組もうとする姿が見られた。

　例えば、2011（平成 23）年より養蚕業に従事し始めた G 氏の世代では、すでに養蚕農家数は約 600 戸、繭の生

産量は約 200 トンほどであり（一般財団法人大日本蚕糸会 , 2023）、年々養蚕業の規模が縮小していった時期であっ

た。その中で、家業である養蚕業に従事する G 氏の養蚕に対する原動力は、より深く養蚕の歴史や文化を理解す

ることだと話した。

［G 氏］もっと養蚕を知りたいっていう気持ちや、どれだけお蚕や養蚕を理解できるかっていう気持ちですね。

（略）歴史もそうですし、蚕の生理・生態も含めてです。お蚕とどうやって接したらいいかとか。飼育技術

的な話ですね。もちろんそれは人間の都合なのですが、どうしたらお蚕がより良い状態になるのか、養蚕を

続けるためにはどうするべきかを考えたり理解したりするのがモチベーションかな。あとは、実際に必要と

してくれる人が近くにいるっていうことが自分の中でとても糧になっていますね。

　また、大学で経営学を学んだ G 氏は、養蚕業を経済的に盛り上げるというよりも、現時点で斜陽産業である養

蚕業をいかに維持・持続できるかを意識しながら従事していると話す。

［G 氏］あまり養蚕を盛り上げようとする視点はなくて、続けることが大事かなと思います。「養蚕を続ける

ために」というのは、今も昔も変わらないテーマですね。

　また、H 氏（山梨県 30 代男性）は、家業が養蚕を営む中、一度は他の仕事に就いたものの、養蚕業の魅力を再認識し、

その後家業を継いで養蚕業を始めた経緯を持つ。H 氏は、養蚕に対する動機について、自ら養蚕を続けることの意

義を見出し、養蚕業継承への意欲が高いと話した。

［H 氏］蚕を飼う、育てることの動機は、もちろん第一は生活のためというか、生きていくために必要な仕

事だからやっているというのが第一であるのですが、最近ここ 3 ～ 4 年くらい、父から代を引き継いで僕

が事業を進めていくポジションになったくらいから、人間とお蚕の関係性っていうのを意識するようになっ

て。人間社会の中でお蚕を仕事としてやっていくことの尊さというか、これを続けていかないといけないの

ではないかという使命感みたいなものが出てきて。繭が売れないから、安いからやめるっていうことはした

くないなと思うようになりました。どうにか養蚕で生きていく、これから先も繋げていくことをしなきゃい

けない、みたいな使命感を持つようになりました。なので、今育てているお蚕を産業の中で絶対に役に立た

せるんだ、と思って過ごしています。

　以上のように、大量の繭を生産することで収入を得られていた時代から、養蚕業の縮小に伴って養蚕だけではうま

く生計を立てられない時代へと変化する中で、養蚕農家たちは養蚕業の衰退に直面することとなった。ことに若手養

蚕農家は養蚕業衰退の危機の渦中にいるが、それぞれが主体的に養蚕業を捉え、養蚕業の継承に対する意欲が高い。
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4.2  養蚕における供養

　蚕なしでは成立しない養蚕という生業について、蚕の生命のうえで養蚕業の経済活動が成り立つことに対する感

謝を述べる養蚕農家の姿も見られた。例えば、A 氏（群馬県 70 代女性）は、養蚕が終わる時期に蚕を飼育する場

所へ行き、蚕に対して感謝を伝えると話した。

［A 氏］初めの時は、私一人だけ蚕場で「今年もよろしくお願いします」って。終わった時、「ありがとね」っ

て言ってくる、蚕場に。よくやっていたから、父ちゃんがそうやって。真似してじゃねぇけどさ。いいこと

はしようと思ってさ。

　また、D 氏（埼玉県 80 代女性）は繭の出荷後など時間がある時に近所の養蚕にまつわる神社へお参りに行き、

無事蚕が育ち繭を生産できたことに対する感謝を伝えていた。また、同じ地域の養蚕農家が集まって蚕の供養に関

する祭事に参加することもあったという。

［D 氏］お参りは行きましたよ。幾場所か。（略）蚕の神様っていうので、お参りに。私は弔いは行かなかっ

たけど、他の養蚕農家さんたちは供養に朝早く行ってもらったらしいですよ。

　E 氏（埼玉県 60 代男性）は、養蚕農家が集まって小正月の行事として繭玉を作ることがあったと話す。

［E 氏］昔は楽しみが少ないからね。小正月の繭玉作りも（養蚕農家たちが）集まってやっていたし。それ

はお祭りといえばお祭りかもしれないけど。

　F 氏（埼玉県 60 代男性）は、U 地区に昔存在した蚕糸会社では蚕の供養塔があったと話した。また、U 地区に

ある神社では蚕糸祭が執り行われ、F 氏は現在も欠かさずに参加しているという。

［F 氏］年中行事の中にみんな入っていたからね。お蚕が終わった後は神社の蚕糸祭もあったし。（略）U 蚕

糸に門があって、入ってすぐのところに蚕の供養塔があったんだよ。

　H 氏（山梨県 30 代男性）も、養蚕の時期に近所にある道祖神に向かって蚕に対する感謝を伝えていた。

［H 氏］蚕期の初めは「今年 1 年よろしくお願いします」という願いでしょうか。蚕期の終わりに挨拶する時は、

「感謝」です。お蚕っていう存在がいてくれたおかげで仕事ができたわけですから、その感謝と、「来年もよ

ろしくお願いします」っていう意味合いの気持ちも込めていたり。少なからず無駄な殺生をしてしまってい

るわけなんですよね。落としてしまったり、潰してしまったりとか。そういったことへの謝罪は、一応気持

ちとしては込めているつもりではあります。

　また、H 氏は、天候など養蚕に悪影響をもたらす事象を避けるために祈ることはせず、祈りを通して自らの養蚕

に対するプレッシャーが高まる時もあると話した。
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［H 氏］今のところ僕自身は、天候などの影響を祈るっていうこと…「影響を少なくしてください」といっ

た意味合いはないです。完全に僕の技術不足にあると思っているので、「すみません」しか言わないです。「台

風、今年来なかったです、ありがとうございます」っていうことはしないですね。台風が来ようが、何が来

ようが、できないのは僕なので。（略）逆にプレッシャーがさらに増す時もありますけどね。「今年はしっか

りやらんといけん！」みたいな。「よし！」みたいな感じになったりもしますけど。

　G 氏（埼玉県 30 代男性）の場合、養蚕を通して蚕に対する感謝の気持ちを抱いているが、同時に蚕への謝罪の

気持ちもあると話す。

［G 氏］感謝ってどういう気持ちなのかなって考えるんですよ。もちろん、「ありがとう」っていう気持ちも

あるのですが、自分が意識している「感謝」の由来の一つとして、「ありがとう」と「ごめんなさい」とい

う感情があります。「感謝」を漢字で書くと、「感じる」と「謝る」という言葉が入っていますよね。この「謝

る」っていう感情が感謝なのかなと思っていて。もちろん「ありがとう」もそうなのですが、同時に「ごめ

んなさい」というか。お蚕はずっと家畜としての性質が強く、人間との密接な関係がありますが、そもそも

養蚕って人間の都合じゃないですか。本当だったら、その辺りの桑畑で葉っぱを食べて大きくなって繭を作っ

て蛾になって産卵するというサイクルを繰り返すのに、そのサイクルの一部を切り取って養蚕をするという

ことなので、お蚕に対して「ありがとう」と「ごめんなさい」という感情を抱いていますね。

　続いて、G 氏は蚕の殺生に関して精神的に落とし所をつけるべきではないと考えていると同時に、上記で述べて

いた蚕に対するお礼と謝罪が「供養」に当たると考えている。

［G 氏］落とし所がつかないというか、落とし所をつけるべきじゃないのかな、と。さっきの「ごめんなさい」っ

ていう気持ちも含めて「養蚕」だと思っているので。俺も供養が具体的に何を示すかわかっていないですが、

殺生に対する解決方法が「供養」なのだとしたら、多分さっき話した「ありがとう」と「ごめんなさい」の

表し方として供養という形になると思います。それが供養塔とか供養碑、祭祀という儀式の形として現れる

のだろうけど、俺の供養の姿勢として、養蚕という作業に手をつけた以上、そういった罪深さや続けるうえ

での苦しみ、苦悩も含めながら続けるっていうことがお蚕に対するマナーというか、付き合い方になるんじゃ

ないかなって。

　G 氏のように感謝のみならず蚕の死に対する罪悪感を抱く養蚕農家は少なからずいた。例えば B 氏（群馬県 40

代女性）は、蚕の殺生に抵抗感を感じ、当初養蚕を始めるのをやめようか迷っていたと話す。

［B 氏］養蚕を始める時に、殺生のことがどうにも自分の中で処理できないので、養蚕をやめよう、始めな

いように…っていうか、やるのをやめようかと思ったくらいなんですけど。

　C 氏（群馬県 30 代男性）も、農薬の影響で大量に死んでしまう蚕に対して可哀想だと感じ、養蚕や繭から糸を

生産する工程を通して蚕の殺生に対する罪悪感を抱くことがあると話した。
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［C 氏］去年も結構薬害くらって死んじゃった時はね、本当に…結構きますよね。薬害はね…やっぱり。普

通に飼育していて死んじゃったりとか…しょうがないって言うと変だけど、いくらかはね、脱落しちゃう子

もいるよねっていう感じなんですけど。（略）たまに思いますよ。罪深いことをやっているのかなって。そ

れを思わないことはないです。わざわざ人間の都合でね。

　このように罪悪感と向き合う養蚕農家の中には、供養に関する祭祀への参加を通してそうした感情と折り合いを

つける姿があった。例えば、B 氏は、蚕期が終わると蚕に対して感謝をするために供養の行事に参加しており、そ

こで蚕の殺生に対する違和感を晴らし、良質な繭を生産する気持ちを高まらせていた。

［B 氏］ちゃんとした儀礼とかはしないですけど、一応蚕期が終わると、報告と供養…っていうかね、感謝しに。

（略）供養って言えば供養なのだろうけど、たくさんの命をいただいたことの、モヤモヤ…殺生感のモヤモ

ヤをちょっと手放して、また来年もたくさん育てるっていうか、いい繭を作るっていう方に向けますね。行

くことによってね。

　当初 B 氏は蚕の殺生を伴う養蚕を始めることに躊躇していたが、製糸会社にある供養塔の存在や蚕の蛹を食用

に活用するなど、生命が循環するイメージを持つことで蚕の死を乗り越えようとしていた。また、B 氏は蚕に対す

る感謝や敬う気持ちを表す一つの方法として「供養」があると考えている。

［B 氏］日本人特有なのかもしれないですね。仏教的な思想や概念が染み付いている日本人だからできるこ

となのかなとも思うけれども。命に対して、感謝とか。そういうことから、自然にね、日本語で供養ってな

るのだろうけど、敬う気持ちとか感謝の気持ちなのかなって。

　このように、自らの生活に密接に繋がる形で蚕を飼育する養蚕農家は、養蚕という生業を通して、蚕の生命をま

なざすとともに、蚕によって生計が成り立つことに対する感謝の気持ちを持っていた。同時に、蚕の死に対する罪

悪感も抱いていたが、それぞれが供養に関する祭祀への参加などを通して折り合いをつけながら自らと蚕の関係を

再考していた。すなわち、蚕に対する感謝やその死に対する弔いを内包する「供養」という精神は、養蚕という蚕

を育てる実践的営為から立ち現れているのである。

4.3　養蚕の継承への想い

　前節のように養蚕農家はそれぞれ蚕に対する感謝や罪悪感の気持ちから供養を体現していたが、より包括的な視

点で蚕の生命が循環するイメージを持つ養蚕農家の姿もあった。例えば、H 氏（山梨県 30 代男性）の場合、蚕の

死が人間の世界に活用されていくという、蚕の死がまた別のものへ生まれ変わったような感覚があると話した。

［H 氏］蛹で殺した時に命的なものは無になるんでしょうけど、ものとしてのまた違う何かが生まれた気は

します。それはそれでまた違う物質みたいな感じになるんでしょうけど、繋がっていってくれたら嬉しいな、

というような。
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　また、生き物である蚕の死が人間社会における次なる生へと繋がっているという生命観を有しながら、人間と蚕

の相互関係自体に言及する養蚕農家の姿も見られた。インタビューの中で、F 氏（埼玉県 60 代男性）は人間は蚕

から生糸を一方的に得ているだけではなく、蚕の世話を通して蚕の種を継承させている側面もあり、人間と蚕はお

互いに支え合っていると話していた。

［F 氏］それこそ、お蚕だって、みんな品種保存しているし。そういうのを考えると、お互いに支え合って

いるんじゃねぇかとは思うんだけど。（略）お蚕だって人間の手を加えてやらないと絶えちゃうし。（略）繭

を煮るなんて石川五右衛門じゃねぇぞっていうような話になるけど（笑）でも、種絶やさないようにはして

いるし。その辺はお互い様だよって。どっちが絶えてもダメになっちゃうんだから。

　すなわち、養蚕農家は人間と蚕の相互関係を意識していると同時に、養蚕という人間と蚕の密接な関係のうえで

成り立つ生業を通して、蚕の「種」というより包括的な生命をまなざしているのである。

　同時に、人為的に蚕の種を改変し、結果として人間の手を介さねば生きられない蚕の種の継承に意欲的な養蚕農

家の姿もあった。例えば、H 氏は、蚕という種を次世代へ繋げていきたい気持ちが強く、単にその種を保存するの

ではなく、産業において蚕の生命が活かされる形で養蚕を続けていくことの重要性を述べていた。

［H 氏］種を繋げていきたいっていう意味合いが大きいです。やり方はその時々で色々あると思うんですよ。

僕のやり方は、今はいいかもしれないですけど、5 年後悪いかもしれないっていうのは、どの業界でもある

とは思うのですが、やり方にこだわりはそこまでなくて、糸だろうが糸じゃなかろうが、なんでもいい。た

だ、お蚕を飼うこと、養蚕は次の世代でもやってほしいなって思っています。

　また、H 氏は、縮小する国内の養蚕業を危惧すると同時に、蚕の種を保存するのではなく、産業の中で活かして

いくことが重要だと話した。

［H 氏］小規模の今までの「養蚕農家」という農家の規模で生き残っていくことは、それはそれで可能だと

思うんですけど、どんどん小さくなっていくでしょうし、それひとつだけだとゆくゆくは（蚕の）「保存」っ

ていうところに行き着くと思うんですよね。それだと、僕は、強い言い方だと「失敗」に繋がると思ってい

ます。僕は、産業の中で養蚕、お蚕が活用されないと意味がないと思っているんですよ。「保存」じゃ物足

りない。保存じゃ勿体無い。お蚕の魅力は「保存」じゃ効かない。使うことで、また次の新しいアイデアを

組み入れていくような構造の中にお蚕を置いておきたいんですよ。そうやって多分 6,000 年前から来たと思

うんですよね。染め・織物が栄えたりとか。

　さらに、H 氏は、数千年前から品種改良を通して家畜化した蚕の種を存続させていくことは、人間と蚕の間にお

ける「約束」だと感じていた。

［H 氏］そういう、一緒にやっていくっていう約束を（蚕と）しているっていう気持ちも、最近思うようになっ

てしまって。6,000 年前から人間と蚕は一緒に生活をしながら繭をとって、お蚕からしてみれば自分たちを

育ててくれる人間をそばに置くという関係性が、約束みたいなものが、多分あったと思う。あったとしたら、
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それを繋げていかないといけないのかなと思っています。

 

　また、先述のように、供養は蚕に対する感謝や弔いの文脈で捉えられていたが、G 氏（埼玉県 30 代男性）は、

養蚕という生業を継承させる行動こそが供養を意味すると考えていた。

［G 氏］俺の中での供養っていうのは「続ける」ということです。（略）もちろん、人それぞれの形があるから、

これが悪いとか、もっとこうしろとは思いませんが、ただ、どれだけお寺に行って供養碑の前で拝んだとし

ても、続けるための行動をしていないと、それこそ形骸化になっちゃうんじゃないかな、と。つまり、苦し

みをも引き継ぐような行動をしていかないと、あまり俺は「供養」だとは感じませんね。

　このように蚕を育てる実践知を積み重ねてきた養蚕農家たちは、養蚕という人間と蚕の相互関係を通して、「個」

としての蚕のみならず、人間が人為的に生み出した完全家畜である蚕の「種」としての生命をまなざしていた。

4.4　伝統産業としての養蚕

　これまで蚕に対する供養精神についてインタビューする中で、養蚕における「伝統」について言及する養蚕農家

の姿があった。そこで、本節では数千年にわたって蚕を育て繭を生産してきた日本の養蚕業における伝統に対する

養蚕農家の思いに焦点を当てる。

　まず、家業として養蚕を続けている H 氏（山梨県 30 代男性）の場合、代々共通の思いとして、養蚕業自体を続

けていきたい気持ちがあったのではないかと話した。

［H 氏］おじいちゃんはおじいちゃんの、父は父の、私は私なりの、蚕に対する思いはあると思います。全

体的に、H 家という総称的なところでいうと、養蚕は続けていきたいっていう気持ちはあったのだと思いま

す。（略）結局山梨県も果樹王国になりましたし、うちの近所の農家さんたちもみんな桑畑を全部果樹に変

えているので、H 家が要所要所のタイミングで養蚕をやめてもおかしくはなかったわけなんですよね。

　でも、こうやって続けているっていうことは、それなりに養蚕に対する気持ちがあったんだと思います。

果樹とか他の仕事をやりたくないっていう意味合いがあったかもしれないですけど、何くそ根性みたいな、

我慢強いというか、一方で見れば、「バカだな」と思われているのかもしれないですけど、「なに儲けること

のできない養蚕業やってるんだよ」と周りから言われていたかもしれないですけど、選択したんでしょうね、

養蚕をやるっていうことを。時代は変われど、僕もその選択をしたんだと思います。

　G 氏（埼玉県 30 代男性）は、家業の養蚕に対して、幼少期には特に強い印象を抱いていなかったが、養蚕につ

いて学ぶ中で養蚕に興味を持つと同時に、現在は養蚕を続けることに対する使命感を抱いていた。また、養蚕を営

む自らの行為を振り返り、今後養蚕業のために何ができるかを省察しながら養蚕に従事していると話した。

［G 氏］多分、現状どうしたら残せるかっていうのは誰もわかっていないと思うんですよ。だって、それが

わかっていたら多分こんな状況になっていないでしょう。今すぐにでも無くなりそうな状況じゃないですか。

だから、何か一個でも引っ掛かればいいなと思って、できることはやっています。
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　B 氏（群馬県 40 代女性）も、養蚕農家が減少していることに対する危機感を持ち、養蚕を次の世代に継承して

いきたいという思いを抱いており、学校を対象に養蚕の普及活動に取り組んでいる。

［B 氏］どんどん減っているから、これを伝える存在としていたいなとは思うし、知らない人に知ってもら

いたいっていうのはすごくあるので。ワークショップをしたり、子どもに触れてもらいたいっていうのもあ

るので、学校のボランティアにも参加して。

　このように、今日衰退する養蚕業の中で養蚕を営む若手養蚕農家たちは、これまで数千年にわたって継承されて

きた伝統産業である養蚕を続けることに対して強い使命感を抱いていた。同時に、養蚕を営む自らの行為を振り返

り、今後養蚕業に対して自分は何ができるかを省察する姿も見られることから、若手養蚕農家は主体的に養蚕とい

う生業をまなざしていることがわかる。

　また、若手養蚕農家たちの中には、これまで農業の領域で展開されてきた養蚕における伝統の真意を問いながら、

どのような形で伝統を継承するかを考える姿があった。具体的に、C 氏（群馬県 30 代男性）は機械的に蚕を大量

飼育する工業型養蚕に対して違和感を抱き、これまで続いてきた農業としての伝統的な養蚕に魅力を感じると同時

に、「伝統」の真意について考えを深めながら現代における養蚕のあり方を模索している。

［C 氏］産業として持続する形を作るには…。そういう面では、形はいいかなとは思うんですけど、なんか、

ちょっとなぁって（笑）（略）でも、魅力を感じるんですけど、伝統って言われるところの本物さっていうか、

オーセンティックか、みたいな。（略）伝統とは言いながらも、あまりにもクラシック過ぎるとやりたいっ

て人も出てこなくなっちゃうし。できるところは省力化しながら。

　代々養蚕業を営む G 氏は、「伝統」について、大切なものを残すための思考自体が「伝統」なのではないかと考

えていた。

［G 氏］伝統って考えも、結局続いてきたから伝統であって。それに、養蚕が伝統っていうより、何かを残

すために続けるための思考力が伝統だと思っています。（略）だから、養蚕を残すというより、養蚕を通し

て何か物事を残したり続けたりすることを考えることが大切で。現状養蚕は続いているから伝統的なものと

して捉えられているだけなんじゃないかな。結局養蚕も形だと思うんですよ。

　さらに、養蚕を続けることの意義について問うと、G 氏はこれまで絶えず養蚕を続けてきた人たちに対する思い

があるという。

［G 氏］さっき話したように、「手をつけてしまった以上は」っていうのがマナーになると思うんですよね。

日本では、紀元前何年かわからないですけど、日本人は養蚕に手をつけたわけじゃないですか。それで、そ

こから絶えず今まで続いてきているわけですよ。確かに、いろんな判断をする中で「辞める」って決断をす

るんでしょうけど、辞めることはいつでもできるんですよ。でも、「続ける」ってことは、続けることでし

か続けられないんですよね。これを辞めちゃうって、それこそ今まで続けてきた人に対してもどうなのかなっ

て。（略）それこそ、行動で示したいです。養蚕を通して関わった人たちとの繋がりも含めて、知ってしまっ
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た以上は投げ出せないという感じですね。俺なりの勝手な解釈ですけど、託されたものもあったりして。そ

れを全うできればいいかなと思っています。

　このように、ことに若手養蚕農家は次世代に養蚕を継承していきたいという強い意欲を見せていた。同時に、彼

らは養蚕の「伝統」を見つめ、それが内包する歴史を振り返るとともに、この伝統が意味するものとは何かを主体

的に捉えているのである。

５　分析・考察——養蚕農家の供養精神

　本章では、前章で記した養蚕農家に対するインタビュー結果を踏まえ、本研究のテーマである蚕への供養という

弔いの精神に着目し、分析・考察を行う。まず、「5.1　養蚕と供養——供養という共同的信仰」では、蚕に対する

養蚕農家の供養精神に注目し、いかにしてそうした精神が養蚕農家の地域共同体の中で醸成されてきたのかを分析・

考察する。続く「5.2　主体化する養蚕農家——変化する供養のあり方」においては、養蚕組合の解体とともに養

蚕農家個人が主体的に養蚕業を営まざるを得なくなる中で、これまで養蚕農家による共同体の中で形成されてきた

供養精神の主体がいかにして養蚕農家個人へと変化してきたのかを記す。最後に、「5.3　『継承』という供養精神——人

間と蚕の相互関係」では、今日における養蚕農家の蚕に対する供養精神を通して、人間の手を介さねば生きられな

い完全家畜の蚕という「種」と向き合い、養蚕の継承に向けて取り組む養蚕農家の語りから、彼らの蚕への想いや

人間と蚕の関係について考察・分析する。

5.1　養蚕と供養——供養という共同的信仰

　本研究では、蚕の殺生に対する養蚕農家の供養精神に着目したインタビューを実施したが、養蚕農家たちはそれ

ぞれ蚕の殺生に対してさまざまな想いを抱いており、蚕の殺生に対する違和感や罪悪感を述べる養蚕農家の姿が

あった。具体的に、「4.2  養蚕における供養」の中で B 氏（群馬県 40 代女性）は、当初蚕の殺生を伴う養蚕を始

めることを躊躇していたが、蚕の生命が循環するイメージを持つことで蚕の死を乗り越えようとしていた。

　また、蚕の死に対する「謝罪」のみならず、蚕の生命のうえで養蚕業の経済活動が成り立つことへの「感謝」を

述べる養蚕農家の姿もあった。例えば、A 氏（群馬県 70 代女性）は、養蚕が終わる時期に蚕に対して感謝の気持

ちを伝えると話した。また、G 氏（埼玉県 30 代男性）は、供養精神について、蚕への「お礼」と「謝罪」という「感謝」

の 2 つの側面について言及していた。また、B 氏や D 氏（埼玉県 80 代女性）、H 氏（山梨県 30 代男性）も、蚕が

無事に育ち繭を生産できたことに対する蚕への感謝の気持ちを述べており、蚕期の初めや終わりに、神社などで養

蚕が無事行えたことに対する感謝を伝えていた。

　このように養蚕業において「供養」という精神には生き物の死に対する罪悪感のみならず、感謝の気持ちも内包

されている。そして、こうした精神的営為は「2.3　養蚕における弔い——養蚕信仰の諸相」で述べたように、養

蚕農家の間で「養蚕信仰」という形で体現されてきた。養蚕は短期間に多額の現金収入をもたらす重要な生業であっ

たが、当たり外れが甚だしい生業でもあり、農家の現金収入の大部分を占めているため、2 ～ 3 年連続で違蚕した

ために破産し夜逃げをするに至った実例も見られる。それゆえ、蚕の安全や豊作を祈願し、外敵から防護するため

に養蚕の盛んな地方ではほとんどの屋敷ごとに蚕神が祀られ、家の氏神様として奉祀することもあった（飯館村史
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編纂委員会編 , 1976, p.219, 223）。すなわち、天候やネズミといった外敵などの影響を受けやすく、人間の意図す

る通りに飼育することが困難な蚕という生き物を扱う養蚕農家にとって、養蚕信仰という祈りを通して自らの生業

の成功を祈願しているのである。

　また、「4.2  養蚕における供養」の中で E 氏（埼玉県 60 代男性）が言及していたように、養蚕農家が集まり小

正月の行事として繭玉を作るなど、養蚕農家が執り行う年中行事の中にも養蚕信仰が見られる。福島県における養

蚕信仰について研究した村川友彦によると、年中行事は毎年同じ日やその前後に繰り返される行事で暦によって決

められ行われるものであり、作物の生育や収穫など毎年繰り返される周期的な出来事に合わせた行事や信仰的儀礼

などから自然に発生したものだと考えられている。養蚕の年中行事についても毎年行われており、病気を除き多く

の収穫を期待することから、あらかじめ祝う行事や収穫を祝う行事がある（村川 , 2004, p.55）。また、養蚕に関

する信仰は、神話に基づく稚産霊売命、保食神などといった神、仏教と結びついた馬頭観音、馬鳴菩薩などや、神

仏習合による思想に基づく金色姫や衣襲明神、民間信仰のオシラサマ信仰と関係があるものなどを蚕神とし、かい

こがみ様、コジラ様などとも呼ばれている地域もあり、多様な信仰の形があった。また、神社や寺院からのお礼な

どを蚕の守り神として家に祀り、これを蚕神として祭事を行い、養蚕の安全と繭の豊作を祈った（村川 , 2004, p.65）。

このように、各地域の風土や慣習の中で多様な養蚕信仰が形成されてきたのである。

　こうした信仰は、養蚕農家たちの共同体を基盤に醸成されてきた。例えば、養蚕団体史編さん事務局によると、

日本の農村において形成された養蚕農家の集団について、経済的便宜の観点から自然発生的なものとして「講」の

存在があげられる。当初講は親類縁者の神仏信仰と親睦の集団であったが、後に近隣の同志が加わり、その中で養

蚕講や蚕影講、蚕神講、おしら講といった養蚕守護の神仏を信仰する集団は、養蚕農家の同志的な集まりであった

ため、比較的養蚕組合に変化しやすかった。実際に、大槻正芳著『農村社会の実態』（甲陽書房、1958 年出版）（大槻 , 

1958）に記載されている長野県上伊那郡の部落における事例として、江戸時代に起源を持つ養蚕農家の集団であ

る蚕玉講が存在したが、1873（明治 6）年に南信地方で「地方生糸改会社」が設立され、輸出生糸の粗製濫造を避

けるため、上伊那郡で蚕糸業組合を作り、その下部組織として多数の養蚕小組を作った際に、この蚕玉講がそのま

ま養蚕小組となったという事例があげられている（養蚕団体史編さん事務局編 , 1964, p.42-43）。すなわち、日本

の近代化に伴って講といった養蚕農家の小規模な集団から養蚕組合へと組織化される中で、養蚕信仰の主体であっ

た養蚕農家の共同体は蚕糸業を支える産業基盤としての地域共同体へと変化していったのである。

　インタビューの中でも、D 氏や E 氏は、同じ地域の中で養蚕農家が集まって祭りに参加したり旅行をしたりす

ると話していた。また、実際に蚕の供養のために養蚕農家たちが一緒に蚕の供養に関する祭祀に参加することもあ

ると述べていた。このように、蚕に対する感謝やその死に対する弔いの精神を内包する「供養」という精神的営為

は、生き物である蚕を育てる実践的営みから立ち現れていると同時に、養蚕信仰という形で養蚕農家の共同体を基

盤に醸成されてきたのである。

5.2　主体化する養蚕農家——変化する供養のあり方

　前節で述べたように、近代化に伴って養蚕業が興隆し、養蚕農家を取り巻く組織体制が変化する中で、養蚕農家

の蚕に対する供養精神の質的変化が見られるようになった。インタビューを通して、養蚕農家たちは蚕の殺生に対

して違和感や罪悪感を抱いていたが、同時に、それぞれが養蚕を通して蚕に向き合いながら、蚕に対する感謝につ

いて言及していた。

　供養碑や供養塔の建立などを通して生き物への弔いの精神を体現してきた歴史は、生き物の殺生を伴う産業が興
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隆していった近代以降に見られるという指摘がある。具体的に、供養精神は狩猟、稲作農業、漁業や養蚕業など生

類の生命を奪うことで成り立っている生業と密接に関わっており、産業の近代化に伴い、供養の精神がより一層強

化されてきた（長野 , 2015, p.223-224）。また、動物に対する供養や慰霊に関する調査を実施した依田賢太郎によ

ると、明治維新の欧米化政策による殖産興業の振興によって動物が資源化され、各種用途別の業種に分けられた結

果として、慰霊や供養の対象となる動物の種と量が拡大するとともに、慰霊や供養を行う主体が、従来の講中や社

中、村落有志などから業界などの団体へと質的転換が起こった。例えば、食肉用動物の場合、畜産業者や食肉加工

業者、食肉販売業者、調理師会、獣医師会などが主体となり、慰霊や供養を実施した（依田 , 2018, p.36-37）。ま

た、動物慰霊碑や供養碑を建立した背景として、畜産や食肉、実験や愛玩などといった動物の資源化や商品化が急

速に進展したことによる動物を殺すことに対する心の痛みやうしろめたさが存在し、そうした精神の処理が動物の

慰霊や供養と結びついていったと依田は述べている（依田 , 2018, p.15）。昭和以降は、研究開発の活性化に伴い、

大学や製薬企業などで実験動物慰霊碑が多数建立されるようになる。例えば、魚の養殖や家畜の育種といった動物

の生命操作が盛んとなったことにより、研究や生産過程で死滅する動物を慰霊するために碑が建立された（依田 , 

2018, p.38-39）。さらに、生き物の殺生に対する罪悪感だけでなく、生を絶たれる多数の動物の命への関心を示す

碑文が次第に増加していることから、殺生罪業観の呪縛から解放されると同時に、生命に対する洞察が深化し、犠

牲となった命や生前の貢献への感謝の気持ちが強まったと依田は考察している（依田 , 2018, p.39）。このように、

生き物の殺生を伴う生業の産業化に伴って、供養の様相は変化してきたのである。

　養蚕業においても、供養の主体に関して変化が見られる。D 氏（埼玉県 80 代女性）は 1975（昭和 50）年頃に

年間 1 トンの繭を生産しており、F 氏（埼玉県 60 代男性）も繭の収量が直接的に収入になっていたと話していた

ように、その当時の養蚕業は現在に比べると活気のある産業であった。また、F 氏が地域内の蚕糸関連施設の中に

蚕の供養塔があったと述べていたように、蚕の大量飼育が養蚕農家の生計を支えていた時代では、地域や蚕糸に関

連する組織が主体となって蚕の供養碑や供養塔を建立していた。このように、蚕糸業の産業化に伴って生産者が一

丸となり、蚕に対する供養精神を体現してきたのである。

　一方で、近年全国的な養蚕農家数の減少に伴って、養蚕組合をはじめとした蚕糸業関連組織が解体されていく中

で、徐々に供養精神に関する取り組みや行事は見られなくなっていった。養蚕業から他業種への転換に関して経済

の視点から調査を行った小野直達によると、これまで養蚕は主に平地農村や農山村地帯を中心に、畑作地域におけ

る換金作物の一つとして農業経営上重要な地位を占め、農家経済および地域経済に大きく寄与してきた。また、養

蚕部門は養蚕複合経営としての副次的な地位にあり、都市化や工業化などの影響を受けながら、養蚕の地域的後退、

産地の低迷といった町村自体の喪失に繋がった。さらに、1950 年代後半から 1960 年代後半までの水田作の進展と、

畑作部門における野菜や果樹、施設園芸などの資本・労働集約的商品作目の進出に伴って、養蚕地帯は周縁に追い

やられ、後退していった（小野 , 1996, p.1-2）。このように養蚕業全体が縮小していくとともに、養蚕業を構成す

る養蚕組合という組織体の変化が見られる。これまで養蚕組合は、①蚕種や繭の取引先の決定、②蚕種や生産資材

の共同購入、③繭の集出荷、④繭の販売などの機能を持ち、農協によっては稚蚕共同飼育所における稚蚕管理や買

桑、遊休桑園の斡旋などの機能も有していた。このような機能を果たす養蚕組合は、大規模養蚕農家にとっては生

命線とも言えるが、地域における養蚕農家の減少は、養蚕組合員数の減少に繋がる（小野 , 1996, p.159）。すなわち、

国内の蚕糸業は、都市化や工業化といった変化に伴い、産業規模を縮小せざるを得ない状況へと追い込まれていっ

たのである。

　こうした養蚕業自体が衰退していく時代背景を踏まえると、本インタビューにおいて調査対象者の世代間の違い

が見られる。例えば、「4.1　養蚕という営み」の中で F 氏は「労働力として家に入った」と話していたように、養
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蚕で生計を成り立たせるという基盤が現在より安定した環境の中で養蚕業に従事していたが、同じく実家が養蚕

を営んでいる G 氏（埼玉県 30 代男性）や H 氏（山梨県 30 代男性）の場合、養蚕だけで生計を立てることが難し

い時代背景の中で養蚕業に従事することとなった。具体的に、2011（平成 23）年より養蚕業に従事し始めた G 氏

の世代では、すでに養蚕農家数は約 600 戸、繭の生産量は約 200 トンほどであり（一般財団法人大日本蚕糸会 , 

2023）、年々産業規模が縮小していった時期であった。すなわち、多くの養蚕農家が存在していた時代では全国各

地で養蚕組合が組織され、養蚕業の産業基盤が安定していたが、養蚕農家数の減少に伴い養蚕組合といった組織が

解体されていったことで、養蚕農家は個人として主体的に養蚕を捉え、自力で自営せざるを得ない状況となっていっ

たのである。

　養蚕業における変化の中で、今日の蚕に対する供養精神について、ことに 30 代・40 代の若手養蚕農家たちは、

それぞれ自らの「殺生」や「供養」に対する考えをより明確にしようとしていた。例えば、G 氏は養蚕自体を振り

返り、養蚕は蚕の生命の循環の一部を切り取ることで成り立つ生業であるゆえ、蚕に対する感謝と謝罪の両方を含

めた感情が供養であると考えていた。また、H 氏は、祈ることで自らの養蚕技術を振り返るとともに、今後の養蚕

に対する自らのプレッシャーを高めていた。このように、養蚕という生業や歴史を俯瞰して捉え、なぜ自分が養蚕

を続ける必要があるのかを問いながら、養蚕という生業に意義を見出そうとする若手養蚕農家の姿があった。

　養蚕組合をはじめとした組織が一丸となって大量に蚕を飼育し生計を立てる時代から、そうした組織が解体され

るとともに養蚕だけでは経済的に厳しい状況へと移り変わる中で、養蚕農家たちは自明であった養蚕業のあり方を

主体的に省察するようになっていった。さらに、これまで養蚕組合といった地域共同体が中心となり祭祀や儀礼、

供養塔や供養碑の建立といった形で体現されてきた蚕に対する供養のあり方が変化し、養蚕組合の解体によって養

蚕農家個人の主体性が強まり、蚕の殺生や供養に対して直接的にまなざすようになっていったのである。

5.3　「継承」という供養精神——人間と蚕の相互関係

　これまで地域共同体の中で醸成されてきた供養精神について、組織の解体を伴いながら供養の主体が個人へと変

化してきたが、今日における養蚕農家の蚕に対する供養精神とはどのようなものなのだろうか。まず、養蚕農家の

中には、自ら育てた蚕が繭となり、その後蛹の段階で死んでしまうことに対して抵抗感を抱く姿があった。例えば、

C 氏（群馬県 30 代男性）は「4.2  養蚕における供養」の中で人為的に殺生せざるを得ない蚕に対する罪悪感を述べ、

G 氏（埼玉県 30 代男性）も蚕の死について落とし所がつかないと話していた。

　他方、蚕という生き物の殺生と向き合いながらも、人為的に蚕の種を改変し、結果として人間の手を介さねば生

きられなくなった完全家畜の蚕という「種」全体をまなざす養蚕農家の姿もあった。例えば、F 氏（埼玉県 60 代男性）

は「4.3　養蚕の継承への想い」の中で、人間は蚕から生糸を一方的に得ているのではなく、蚕の世話を通して蚕

の種を継承させているという人間と蚕の相互関係について言及していた。また、G 氏はこれまで養蚕が数千年にわ

たって絶えず続いてきたことに意義を見出しながら、蚕の生命を直接的に扱う養蚕という生業を始めた以上は養蚕

を続けていくことが殺生を免れ得ない蚕に対する礼儀であると考えていた。H 氏（山梨県 30 代男性）も、数千年

前から続いてきた養蚕の歴史に目を向け、蚕という種を次世代へ繋げていきたい気持ちが強いと同時に、単にその

種を保存するのではなく、産業の中で蚕の生命が活かされる形で養蚕を続けていくことの重要性を述べていた。す

なわち、蚕を育てる実践知を積み重ねてきた養蚕農家たちは、養蚕という人間と蚕の相互関係を通して、蚕の「個」

における生命のあり方ではなく、蚕という人間が人為的に生み出してきた「種」としての集合的生命そのものを捉

えているのである。
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　同時に、これまで継承されてきた農業としての伝統的な養蚕を振り返り、現代における養蚕の伝統について再解

釈しようとする若手養蚕農家の姿もあった。具体的に、C 氏は「4.4　伝統産業としての養蚕」の中で、これまで

継承されてきた農業としての伝統的な養蚕を振り返り、現代に融合する形で養蚕における伝統のあり方を再解釈し

ようとしていた。また、G 氏は、養蚕というのは形でしかなく、伝統の本質とは大切なものを残すための思考を意

味すると考え、だからこそ養蚕を通して大切なものを残そうと考えることが重要であると述べていた。このように、

養蚕農家たちは、養蚕という人間と蚕の関係の中で培われてきた伝統が内包する意義を省察し、養蚕という生業を

意味付け、再定義しようとしているのである。

　上記の養蚕農家たちの語りから、完全家畜である蚕の種を持続するためには養蚕という生業を次世代に継承する

必要があると同時に、養蚕を継続するためには蚕を殺生せざるを得ないという人間と蚕との絶対的な相互関係が存

在することが明らかとなった。こうした蚕との有機的な生業を継承してきた養蚕農家たちは、蚕への供養精神を通

して数千年にわたって続いてきた蚕の生命と向き合いながら、自らと蚕の関係を省察し、その生命を未来へ継承す

る意志を固めてきたのではないだろうか。

　養蚕の継承は、これまで人間の手を介して品種改良されてきた蚕の生命の継承をも意味する。だからこそ、養蚕

における実践知から立ち現れる蚕への感謝や尊敬の念、蚕の死への罪悪感を内包する供養という多層的な精神を持

つことによって、伝統産業としての養蚕を次世代へ継承していったのではないだろうか。すなわち、養蚕という伝

統的生業から立ち現れる「供養」とは、蚕の死に対する弔いの精神のみならず、過去から未来へと蚕の生命を継承

していく駆動力としての精神的営為でもあるのだ。

６　結び——供養を通して再考する人間と蚕の関係

　本稿では、文化人類学における人間と動物の関係の再考に向け、マルチスピーシーズ民族誌という多種をまなざ

す分析枠組みを踏まえるとともに、人間の他種に対する認識を明確にするべく、動物の殺生を通して立ち現れる「供

養」という生産者の精神に着眼した。ことに、日本において 2,000 年以上にわたって培われてきた人間と蚕が生み

出す生業・養蚕業において、蚕を育てる養蚕農家の間で醸成されてきた供養という精神的営為に注目した。これま

で養蚕農家たちは養蚕という生業を通して、繭の豊作や除災、蚕への弔いの精神を日常生活の中で体現してきた。

しかし、その後国内における養蚕業の規模が縮小し、今日では養蚕農家の高齢化や後継者不足などによって養蚕業

自体の存続が危ぶまれている。さらに、近年スマート養蚕システムという無菌工場で大量の蚕を飼育する動きが加

速しており、こうした工業型養蚕は今後人間と蚕の関係における質的転換をもたらし得る。

　本研究では、関東甲信越地方の 8 名の養蚕農家を対象にインタビューを実施し、彼らの供養精神の実態について

調査を行った。養蚕農家たちは、蚕の存在によって自らの生計が成り立つことに対する感謝の気持ちを抱き、供養

に関する祭祀および行事への参加や祈りを通してその気持ちを日常生活の中で体現してきた。同時に、蚕の死に対

する罪悪感と向き合い、供養を通して折り合いをつけようとする姿も見られた。

　また、そうした蚕の死について、「個」としてではなく、これまで人為的な品種改良を通して完全家畜となった

蚕の「種」全体をまなざし、その種を継承することに意義を見出す養蚕農家も存在した。すなわち、彼らがまなざ

すのは、蚕の殺生を伴って展開されながらも、蚕の種を継承してきた養蚕という有機的な生業の歴史、そして人間

と蚕の相互関係そのものであった。同時に、この関係は、「供養」という養蚕農家の蚕に対する省察から立ち現れ

る関係であるとともに、供養という人間の精神は人間社会の中で蚕の生命を継承していくという、種としての蚕の

次なる「生」をまなざす営為でもあるのだ。
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　こうした供養精神は、人間が一方的に他種の殺生を肯定するための免罪符として捉えられ、「人間中心的」な思

考であるとも言えるだろう。しかし、人間は生き物の殺生なしには生きられず、あらゆる生命との相互関係のうえ

で私たち人間の生命は連綿と継承されてきたという事実は依然として存在する。だからこそ、これまでの人間中心

主義的思考や、現在文化人類学においても盛んに議論されている脱人間中心主義の議論について踏まえたうえで、

人間と他種間の相互関係の実態を捉えていく必要がある。そして、非人間である他種に対する感謝や慰霊を内包す

る供養精神に着目し、現地におけるフィールドワークを通して、いかにして他種の主体性が立ち現れ、人間と他種

の関係が生成されるのかを精緻に調査することで、今後のマルチスピーシーズ民族誌の議論を展開していけるはず

だ。

　人間と蚕の相互関係を通して養蚕という生業を継承してきた養蚕農家たちは、その生業が内包する人間と蚕の有

機的な関係を省察すると同時に、両者の関係における「持続可能性」と向き合ってきた。すなわち、養蚕農家とい

う生産者の供養精神は、生き物の死をまなざす弔いの精神のみならず、自らを省察しながら未来をまなざす精神的

営為であると同時に、人間と蚕の相互関係は、「供養」という養蚕農家の省察的思考と行為を通して構築されている。

時代を超えて脈々と受け継がれてきた供養の歴史と、その現実に向き合い続ける生産者の語りに焦点を当てた研究

を蓄積することによって、現代における人間と他種の関係の再考および再構築へと繋がるはずだ。
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